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エネルギー事業者による DX（デジタル化）
と GX（脱炭素）の推進
⽶国での⾏動型 DSM 導⼊の最新事例に学ぶ



本⽇ご紹介する⽶国のエネルギー事業者での⾏動型プログラム事例

2

省エネルギー
ディスアグリゲーションインサイト
を利⽤した顧客情報の収集促
進とパーソナライズアドバイスの
提供

需要の柔軟性
時間帯別料⾦を利⽤したピー
ク時利⽤の削減とピークシフト
の推進

戦略的電化
顧客データの分析と⾏動科学
を活⽤した製品やサービス採⽤
の推進
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ディスアグリゲーション技術を活用した
ホームエネルギー診断回答の促進

デジタルでの回答をより簡単に

収集した情報を利用し、更なるパーソナライズ
アドバイスへの提供することで省エネ推進

省エネルギー︓
デジタルチャネル活用した顧客
理解の推進とパーソナライズの
深化
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⽶国⻄海岸のエネルギー
事業者ではOpowerを活
用して2020年12月にE
メールでのキャンペーン
の展開

ゴール: 
オンラインご家庭診断回
答を年末までにより多く
完了させる 興味深い内容. 簡単にアクセス

キャンペーンの要件

タイムリー
に実施

キャンペーンのねらい
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昨年度の使用量を元
にスマートメータ分析
での暖房利用分析イン
サイト

各キャンペーン対象者が
簡単に回答アクセスで
きるための個人毎の
URL

冬季省エネヒント 寒い冬
の時期に節約しながら快
適性を保てるアドバイス
を提供

Dec 4–17, 2020

ゴール: 
ホームエネルギー分析で

の質問回答率の向上

643K
対象顧客

キャンペーンのアプローチ
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結果:
ディスアグリゲーションキャンペーン = 13,000 追加回答完了

アウトバウンド

643,931
顧客へ
送付

225,376
顧客が
開封

34,988
顧客が

クリック

15,717
顧客が

回答開始

12,913
顧客が
完答

35% 16% 45% 82%

Web

キャンペーン結果
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2017年に報告された調査レポートではオンライン診断回答者は省エネ追加効果が確認された。

出典: Opower blog - https://blogs.oracle.com/utilities/post/creating-savings-with-online-audits

オンライン診断での省エネ効果
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時間帯別料⾦についての
顧客の理解を推進
ピーク時間帯でのエネルギー
使用を可視化
エネルギー利用の⾏動変容による
コスト節約とピーク削減効果

需要の柔軟性︓
時間帯別料⾦を活用したピーク
エネルギー利用のシフト



時間帯別料⾦実証デザイン

 実証での料⾦体系
- コストベースの時間帯別料⾦
- ピーク時/非ピーク時の料⾦⽐は ~5:1

 料⾦体系プロモーション及び実証時に
は個別のデータを提供
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顧客のエネルギー利用シフト及び削減のモチベーションを上げる
料⾦体系初回説明 夏季週次レポート 料⾦体系変更通知 冬季週次レポート
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結果 – コスト削減及びピーク削減の両方に効果あり

Combined Impact of Price Signal and BLS, Year 1

出典: The Brattle Group: PC44 Time of Use Pilots: Year One Evaluation
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https://www.brattle.com/news-and-knowledge/publications/pc44-time-of-use-pilots-year-one-evaluation
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ディスアグリゲーション技術の活用

パーソナライズメッセージ送付による
プログラムのプロモーション

プログラム登録参加の推進

戦略的電化︓
データ分析と⾏動科学を活用し
た機器購入やプログラム採用の
推進

[Date]



BYODのプログラムは⾃分が保有している機器を利用
したデマンドレスポンスプログラムへの参加キャン
ペーン

お客様へのメッセージ

• 冷房利用のインサイトを夏に送付
• 通常のマーケティングメールと⽐べて業界平均2倍

の開封率
• 「エネルギー利用傾向を確認」ボタンはプロモー

ションへのアクセスの2倍

National Grid社でのデジタルホームエ
ネルギーレポートを利用したBYOD
（Bring Your Own Device)マーケティ
ングキャンペーン
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ホームエネルギーレポートを利用した
サーモスタットのプロモーション

お客様へのメッセージ

• サーモスタット（温度調節⾃動制御機器）を利用す
ることで冷房のエネルギー使用が減る可能性がある
ことをアドバイス

• 「エネルギー利用傾向を確認」ボタンはプロモー
ションへのアクセスの2倍

• ガス暖房の顧客は暖房に関するインサイトとプロ
モーションによるおトクなオファーを冬季には受領
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お客様へのメッセージ
• 太陽光発電設置顧客での他世帯と⽐べた

エネルギーのネット利用を元にプロモー
ション対象を選別

• バッテリーストレージのプロモーション
に対して業界平均4倍の反応 (8.6%)

• パーソナライズアドバイスによる太陽光
発電の余剰エネルギー活用のアドバイス

ホームエネルギーレポートを利用した
バッテリーのプロモーション
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⾏動型マーケティングによりBYODプログラム登録は
マサチュセッツ州とニューヨーク州で倍に
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Massachusetts BYOD enrollment rates by month
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2.3倍 の登録率
マサチュセッツ州
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1.4倍 の登録率
ロードアイランド州
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Upstate New York BYOD enrollment rates by 

month
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2.6倍 の登録率
ニューヨーク州北部
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• 【省エネルギー】ディスアグリゲーション技術の活用
• ディスアグリゲーション技術の活用はそれを利用した結果に注⼒することが重要
• 顧客理解をより進めることでパーソナライズしたアドバイスによる省エネ効果が期待で

きる

• 【需要の柔軟性】時間帯別料⾦の活用
• 時間帯別料⾦を導入するだけでは⾏動の変容は起こりにくい
• 定期的な情報提供と適切なアドバイスがタイムリーに必要

• 【戦略的電化】⾏動型マーケティングでのプログラム登録推進
• ホームエネルギーレポートは省エネ効果だけではなく追加の利点が得られる
• ⾏動型マーケティングでのプログラム登録推進は様々な展開が⾒込まれる

⽇本での展開に向けた考察
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⾏動型でのアプローチは⼀番速く、低いコストで実践できうる
気候変動対策の戦略

現状ある有効な解決策で気候変動を遅らせる、逆によくすることができ得る可能性が
あるものの多くは大規模に展開していくには時間がかかる

1. 電⼒供給のグリーン化

2. 新規建設住宅に対する積極的な法整備

3. 電化の促進
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⾏動型アプローチの役割



省エネでの削減効果を
CO2排出削減効果に転換

 将来避けられるダメージについて考
察した研究レポート

 Analysis Groupにて2020年8月に発⾏
 2つのタイプの省エネプログラムを分

析︓⾏動型と構造型
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マサチュセッツ州での実証データ
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構造型
プログラム

⾏動型プログラム
ホームエネルギー
レポート



National Grid社での分析結果
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まとめ

• ⾏動型プログラムは脱炭素社会実現するための活用が様々あり
今後大きな可能性を秘めている

• 機器を利用した省エネプログラムと⽐べて早い段階でCO2排出
の抑制が⾒込まれる

• ⾏動型プログラムでは機器を利用した省エネプログラムの推進
も期待できるので双⽅を利用したプログラム展開が期待できる



ありがとうございました
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